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1．アビオニクスシステム概要～構成概要＜試験機＞～

2

H-IIA機器機器機器機器、及び、及び、及び、及びM-V技術技術技術技術を最大限を最大限を最大限を最大限活用したシステム構築活用したシステム構築活用したシステム構築活用したシステム構築

運用性向上運用性向上運用性向上運用性向上を目指し、点検を目指し、点検を目指し、点検を目指し、点検機能の機能の機能の機能の一部を一部を一部を一部を機体機体機体機体搭載化搭載化搭載化搭載化
(⇒⇒⇒⇒搭載点検系搭載点検系搭載点検系搭載点検系)

CDRCDRCDRCDR：指令破壊受信機：指令破壊受信機：指令破壊受信機：指令破壊受信機

CDRCDRCDRCDR----P/DP/DP/DP/D：指令破壊機用分波器：指令破壊機用分波器：指令破壊機用分波器：指令破壊機用分波器

DAUDAUDAUDAU----EEEE：データ収集装置：データ収集装置：データ収集装置：データ収集装置

DAUDAUDAUDAU----EuMEuMEuMEuM：：：：UHFUHFUHFUHF技術テレメータデータ収集装置技術テレメータデータ収集装置技術テレメータデータ収集装置技術テレメータデータ収集装置

（（（（マスター型マスター型マスター型マスター型））））

DAUDAUDAUDAU----EuSEuSEuSEuS：：：：UHFUHFUHFUHF技術テレメータデータ収集装置技術テレメータデータ収集装置技術テレメータデータ収集装置技術テレメータデータ収集装置

（（（（スレーブ型スレーブ型スレーブ型スレーブ型））））

DIPDIPDIPDIP：分波器：分波器：分波器：分波器

FSCBFSCBFSCBFSCB：飛行安全制御装置：飛行安全制御装置：飛行安全制御装置：飛行安全制御装置

HIUHIUHIUHIU2222：第：第：第：第2222段ハードウェアインタフェース装置段ハードウェアインタフェース装置段ハードウェアインタフェース装置段ハードウェアインタフェース装置

IMUIMUIMUIMU：慣性センサユニット：慣性センサユニット：慣性センサユニット：慣性センサユニット

LAMULAMULAMULAMU：横加速度計測装置：横加速度計測装置：横加速度計測装置：横加速度計測装置

OBCOBCOBCOBC：誘導制御計算機：誘導制御計算機：誘導制御計算機：誘導制御計算機

PBSPBSPBSPBS：ポストブーストステージ：ポストブーストステージ：ポストブーストステージ：ポストブーストステージ

PSDBPSDBPSDBPSDB：電力：電力：電力：電力・・・・シーケンス分配器シーケンス分配器シーケンス分配器シーケンス分配器

RCSRCSRCSRCS：姿勢制御装置：姿勢制御装置：姿勢制御装置：姿勢制御装置

RGRGRGRG----PKGPKGPKGPKG：レートジャイロパッケージ：レートジャイロパッケージ：レートジャイロパッケージ：レートジャイロパッケージ

ROSEROSEROSEROSE----MMMM：マスター型即応運用支援装置：マスター型即応運用支援装置：マスター型即応運用支援装置：マスター型即応運用支援装置

ROSEROSEROSEROSE----SSSS：スレーブ型即応運用支援装置：スレーブ型即応運用支援装置：スレーブ型即応運用支援装置：スレーブ型即応運用支援装置

RTRTRTRT：レーダトランスポンダ：レーダトランスポンダ：レーダトランスポンダ：レーダトランスポンダ

RTRTRTRT----ASWASWASWASW：：：：RTRTRTRTアンテナ自動切替器アンテナ自動切替器アンテナ自動切替器アンテナ自動切替器

SMSJSMSJSMSJSMSJ：固体モータサイドジェット装置：固体モータサイドジェット装置：固体モータサイドジェット装置：固体モータサイドジェット装置

TVCTVCTVCTVC：推力方向制御：推力方向制御：推力方向制御：推力方向制御

UHFUHFUHFUHF----SWSWSWSW：：：：UHFUHFUHFUHFアンテナ切替器アンテナ切替器アンテナ切替器アンテナ切替器

UHFUHFUHFUHF----TXTXTXTX：：：：UHFUHFUHFUHFテレメータ送信器テレメータ送信器テレメータ送信器テレメータ送信器

UHFTUHFTUHFTUHFT----TXTXTXTX：：：：UHFUHFUHFUHF技術テレメータ技術テレメータ技術テレメータ技術テレメータ送信器送信器送信器送信器
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1．アビオニクスシステム概要

This document is provided by JAXA.



1．アビオニクスシステム概要
航法・誘導・姿勢制御フロー航法・誘導・姿勢制御フロー航法・誘導・姿勢制御フロー航法・誘導・姿勢制御フロー
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イプシロンフライトソフトウェア（OBC上で動作）
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2．射場点検結果

射場点検射場点検射場点検射場点検

射場点検内容射場点検内容射場点検内容射場点検内容

�各段電気系点検：各段間を試験ケーブルで接続しての機能点検

�全段電気系点検：全段組立後、射座据え付け状態での機能点検
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2．射場点検結果

射場点検結果射場点検結果射場点検結果射場点検結果

�アビオニクスシステムの健全性を確認した。

� 搭載点検系の活用により、点検セットアップ時間の効率化を実現

� アビオニクス搭載機器に起因する不具合なし

↑↑↑↑ 射場持込み前のインテグレーション試験でのバグ出しが有効

各段へ搭載各段へ搭載各段へ搭載各段へ搭載 各段へ搭載各段へ搭載各段へ搭載各段へ搭載

2段に搭載段に搭載段に搭載段に搭載

ROSE-S MOC

ROSE-M

搭載
各機器へ

発射管制
システムへ

点火／分離
検知回路へ

火工品／
分離ﾗｲﾝへ打上前に取外し打上前に取外し打上前に取外し打上前に取外し

機体／地上設備間機体／地上設備間機体／地上設備間機体／地上設備間
インタフェースインタフェースインタフェースインタフェース

火工品回路点検機能火工品回路点検機能火工品回路点検機能火工品回路点検機能

リフトオフ及び分離模擬機能リフトオフ及び分離模擬機能リフトオフ及び分離模擬機能リフトオフ及び分離模擬機能

電力制御電力制御電力制御電力制御((((リレー駆動リレー駆動リレー駆動リレー駆動))))機能機能機能機能

ステータスモニタ収集機能ステータスモニタ収集機能ステータスモニタ収集機能ステータスモニタ収集機能

機体状態監視機体状態監視機体状態監視機体状態監視////緊急停止機能緊急停止機能緊急停止機能緊急停止機能 データデータデータデータHUBHUBHUBHUB機能機能機能機能

ROSEROSEROSEROSE----SSSS機能の一部を含む機能の一部を含む機能の一部を含む機能の一部を含む
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3．試験機フライト結果
�フライト計画
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3．試験機フライト結果
�フライト結果（誘導制御系、電力電送系）

アビオニクスシステム（誘導制御系、電力電送系）は良好に動作し、所定の
軌道への衛星投入成功に寄与した。

項目項目項目項目 計画値計画値計画値計画値 フライト結果フライト結果フライト結果フライト結果
（軌道決定値）（軌道決定値）（軌道決定値）（軌道決定値）

軌道長半径（a） 7427.945km 7433.595km

離心率（e） 0.0134097 0.0136424

軌道傾斜角（i） 29.706deg 29.704deg

昇交点赤経（Ω） 131.071deg 134.526deg

近地点引数（ω） 65.584deg 64.864deg

平均近点離角（M） 196.966deg 195.242deg

遠地点高度（Ha） 1149.41km 1156.87km

近地点高度（Hp） 950.20km 954.05km

軌道周期（P） 106.18min 106.31min
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3．試験機フライト結果

スピンアップ開始スピンアップ開始スピンアップ開始スピンアップ開始

�フライト結果（計測通信系）

計測通信系機器も健全に動作した。

一例として、UHFアンテナの切り替え状況を示す。
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【事象】

クリスマス局LOS～サンチャゴ局AOSの間(※1)にメモリ部

もしくはMPU（HR5000）のキャッシュにおいて1bit異常の

検出と訂正が行われた。

※1：X+2220秒頃～2840秒頃の不可視期間

（高度1000～1100km）で発生

【推定原因】

SEU（シングルイベントビット反転）による1bitメモリ反転

（放射線解析によると、メモリ部またはMPUのキャッシュで

1bitメモリ反転が発生する確率は、約0.4回／時間。）

ロケット共通MPUボード
機能ブロック図

�フライト結果（特記事項）
� 慣性センサユニット(IMU)で放射線によると思われる１bitメモリ反転が発生し
たものの、エラー検知＆修正機能（EDAC)が有効に働き、健全性を維持した

3．試験機フライト結果
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3．試験機フライト結果

IMU 1bitメモリ反転発生場所メモリ反転発生場所メモリ反転発生場所メモリ反転発生場所

�フライト結果（特記事項）
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4．今後の計画
�次号機以降に向け、軽量・低コスト化を目指した検討を実施中。

�アビオニクス機器の小型軽量化

２０ｋｇ２０ｋｇ２０ｋｇ２０ｋｇ １２ｋｇ１２ｋｇ１２ｋｇ１２ｋｇ

�機体内通信のネットワーク化によるシステムの軽量・低コスト化

PSDBメカニカルリレーの半導体化
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